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人 口 と 世 帯

５１ ． １ ．１ 現 在

男5.  人  (  十  4  )

女6､ｰ  人  (  ｰ  6

. 計II,930 人(  ｰ  2  )

遺 帯 數 2  才 囲 (  十 3  )

初

日

凍
え
つ
く
空
気
の
層
を
破
っ
て
、
金
色
に
輝
く

初
日
が
悠
然
（
ゆ
う
ぜ
ん
）
と
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
何
事
に
も
動
じ
な
い
圧
倒
的
な
強
さ
。
し

か
し
、
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
輝
き
。

静
か
に
今
年
の
し
あ
わ
せ
を
祈
り
ま
す
。

耋
山
の
山
な
み
か
ら
頗
を
瓮
せ
る
初
日
。
手
閥
は
高
遠

孀
鷦
。
キ
ャ
ノ
ン
ご
畳
ミ
リ
、
Ｆ
８
、
六
十
万
分
の
一
秒

'７６

1 月



年

頭

に

あ

た
っ
て

国
見
町
長

佐

藤

善
右エ冂

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
昭
和
五
十
一
年
の
新
毒

を
迎
え
。
み
な
楝
の
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平

素
か
ら
の
町
政
に
紂
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

高
速
道
が
開
通

昨
年
は
、
春
の
四
月
に
東
北
高
遠
自

動
車
道
路
が
闘
通
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
供
川
開
始

に
よ
り
、
時
代
に
即
応
し
た
機
敏
な
行

助
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
か
げ
に
は
、
地
佃
者
の
方
々
を
始
め

地
域
の
方
々
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
今
日
を
迎
え
た
わ
け
で
あ

り
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

広
域
農
道
と
は
場
鍵
働

ま
た
、
待
望
久
し
か
っ
た
広
域
基
幹

裏
道
と
、
県
営
ほ
堝
螫
庸
事
業
も
い
よ

い
よ
第
二
工
区
喙
江
地
区
三
十
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
工
賢
約
八
千
万
円
を
も
っ
て

嘔
裏
実
施
の
連
び
と
な
り
、
昨
弟
ト
ニ

月
よ
り
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音
も
力
強
く

螯
鰥
工
事
に
直
進
し
て
お
り
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
も
最
終
へ

ま
た
、
国
見
町
合
併
二
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

国
見
町
史
纏
さ
ん
事
業
も
、
す
で
に
第

二
巻
か
ら
驚
四
巻
良
で
発
刊
を
柊
り
、

五
十
年
度
末
ま
で
に
は
最
終
の
通
史
櫑

第
一
巻
を
発
刊
し
。
全
巻
の
範
行
を
終

る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
郷

土
国
見
町
の
あ
ゆ
み
を
永
く
纔
世
に
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

藤
田
病
院
病
棟
を
増
設

ま
た
、
お
年
よ
り
の
健
康
を
守
る
た

め
に
は
、
早
期
鯵
断
、
早
期
治
療
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
公
立
藤

田
総
合
病
院
で
は
最
近
非
常
に
混
ん
で

お
り
、
病
室
も
常
に
満
床
の
状
鵬
で
φ

ほ場 整 備い よ い よ 着工

五
ヵ
年
計
画
で

総
事
業
費
は
　

約
二
四
億
円

さ
る
十
二
月
十
九
日
、
嫁
江
地
内
現

場

に
お
い
て
、
県
農
地
林
勃
部
長
を

は

じ
め
、
東
北
農
政
局
、
関
係
町
．
伊
違

西
郁
土
地
改
良
区
、
及

び
Ｔ
’事

関
係
者

ら
が゙
汕

席
し
て
、
ほ
場
整
備
事
業
の
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
事
業

は
、
農
桑
の
振
興
と
農
家

の
鰹
営
安
定
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の

で
、
地
城

農
家
の
熱
望
に
こ
た
え
、
昭

和
四
十
七
牟
四
月
、
国
見
町
、
桑
折
町

及
び
梁
川
町
の
一
部
を
地
域
と
し
て
．

伊
達
西
部
農
業
生
産
慕
盤
整
庸
促
進
協

眼
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

関
係
農
家
と
会
を
重
ね
て
叶
面
を
練
り

補
助
率
の
高
い
県
ま
事
業

と
し
て
の
指

定
を
受
け
る
よ
う
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

翌
四
十
八
年
四
月
、
県
営
ほ
場
整
備

地
区
の
指
定
を
得
て
七
八
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
地
域

に
つ
い
て
三
千
三
百
万
円
｛

全
額
関
係
町
角
担
｝
を
か
け
て
闘
査
設

計
が
行
わ
れ
。
同
時
に
負
担
団
体
と
な

る
土
地
改
良
区
の
設
立
串
爾
に
入
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
四

十
九
年
十
一
月
、

伊
達
西
部
土
地
改
良
区

が
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

事
業
面
積
は
六
ハ
ハ
ヘ

ク
タ
ー
ル
｛

圃
見
町
三
六
四
、
桑
折
町
二
四

七
、
梁

川
町
七
七

气

総
事
業
費
は
二

十
四
億

二
千
三
百
万
円
で
。
昭
和
五
十
年
度
か

ら
五
ヵ
年
針
画

を
も
っ
て
事
業
の
実
施

に
入

り
ま
し
た
。
全
工
区
を
五
つ
の
換

地
区

に
分
け
、
今
年
度
は
第
二
工

区
（

国
兄
町
内

）
一
四
ニ

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
従

前
地
調
査
を
完
了
し
、
換
地
計
画
が
た

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工

事
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
八
千
万

円
を
も
っ
て
第
二
工
区
の
内
縁
江
地
内

三
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
事
業

に
着
手
さ
れ

県
の
監
督
の
下

に
地
区
の
役
員
及
び
関

係
者
一
同
、
立
派
に
完
成
す
る
よ
う
日

夜
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
農
家
の
申
錆
事
業
で
あ

り
、
農
業
の
振
興
に
貢
献
す
る
も
の
と

大
き
な
期
侍
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

焦
事
尭
虞
を
折
っ
て
地
鎮
祭



た
。
が
、
昨
年
十
月
、
老
人
病
童
百
ペ

ッ
ト
と
へ
き
地
畛
嘩
中
核
癖
院
の
指
定

を
受
け
る
こ

と
に
成
功
し
。
十
二
月
よ

り
病
棟
建
設
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

完
成
は
春
遅
く
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
は
入
院
も
あ
る
程
度
円
済

に

な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

老
人

ホ
ー
ム
開
設

そ
の
ほ
か
、
広
城
市
町
村
圃
事
業

に

よ
る
薺
謾
老
人
ホ
ー
ム
が
板
檎
の
す
ぐ

西

手
の
所
に
昨

年
六
月
に
開
設
さ
れ
、

現
在
七
十
余
名
の
お
年
よ
り
が
、
明
る

く
楽
し

い
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
を
臭
く
す
る

伊
逮
地
方
衛
生
処
理
組
合

に
お
い
て

は
、
今
ま
で
の
し
尿
処
理
施
設

に
三
次

処
理
施
設
を
増
設
し
て
改
善
し
、
臭
気

を
な
く
し
、
ま
た
伊
達
崎
に
は
ご
み
焼

却
処
理
場
を
建
設
。
五
十
一
年
度
か
ら

運
転
開
始
を
目
標
に
工

事
を
遑
め
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
の
基
盤
螯
鱶
を

始
め
。
福
祉
事
業
、
生
活
環
境
螫
臟
な

ど
い
ろ
い
ろ
違
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
河
川
汚
濁
防
止
策
の
一
環
と

し
て
、
流
域
下

水
遭
に
よ
り
、
阿
武
隈

川
上
流
流
域
下

水
遭
終
末
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
億
江
川
原
地
城
に
殴

定
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
に
は
非
常
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
、
誠

に
し

の
ぴ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、

今
後
、
県
当
局
並
び
に
流
域
下
水
遭
促

進
協
餓
会
に
対
し
、
地
域
の
方

々
の
今

後
の
救
済
方
策
な
ど
に
つ
い
て
ぱ
充
分

な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
、
地

憮
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
縟
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

新
幹
線
工
事
が
再
開

ま
た
昨
年
暮
れ
に
、
東
北
祈
幹
線
蔵

王
ト
ン
ネ
ル
国
見
工
串
区
並
び
に
高
架

檎
工
事
が
発
注
と
な
り
ま
し
た
。
新
年

早
々
工
事
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
方
々
の
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
中

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
。
私
は
町
民
の
み

な
き
ま
の
付

託
を
受
け
て
町
政
を
お
阻

か
り
し
、「
明

る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
町

づ
く
り
」
の

た
め
、
鋭
意
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま

し
た
が
、
は
や
三
年
を
経
過
致
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
協
力

と
ご
支
援
に

心
か
ら
厚
く
略
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

五
十
一
年
度
は
、
石
油

パ
ニ
ッ
ク
以

来
の
経
済
不
況
と
財
政
硬
直
下
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
農
裏
基
盤
整
爾
事
業

を
主
軸
に
、

各
種
事
業
の
計
画
達
成
の

た
め
に
。
一
層
の
努
力
を
払
っ
て

い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
分
変
わ
ら

ざ
る
ご
指
４
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご

多
宰
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頸
の
睨
辞
と
致
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
一
年
生

昭
和
五
十
一
年
度
の
就
学
予
定
者

● Ｉ ●
一 ～ －

¬　 － Ｉ

－ＩＩ ． ＿

Ｉ ‾ ｜

昭
和
五
十
一
年
度
小
学
校
に
入
掌
さ

れ
る
一
七
三
名
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。
健
摩
に
は
じ
ゅ
う
ぷ

ん
注
意
し
て
四
月
に
は
元
気
な
頗
を
見

せ
て
下
さ

い
。

な
お
、
記
敏
も
れ
や
誤
記
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
下

さ
い
。

来

年

度

は

一

七

三

名

＠
小

坂
小
学
校
（
二
三
名
）

早
田

豊

安
孫
子
節
夫

後
藤
克

利

著
林
萌
浩

渡
辺
正
伸
　

一

條
昭

溥

渡
辺
一

審

遠
藤
茂

鳥
原

達
夫

赤
坂
正
行

菅
野
良
明

佐
藤
賢
一

楽
藤
ゆ
み
子

佐
藤
淳
子

遠
藤

美
智

子

安
藤
裕
子

佐
藤
直
美

朽
木
深

雪

仲
野
周
子

高
橋
久
美
子

鴨
田

良
子

安
藤
美
和

佐
藤
美
佳

Ｏ
藤
田
小
学
校

奥
山
浩

古
川
満

佐
久
間
純
一

小
西
勉

大
内
膳
広

渡
辺
浩
行

本

閥
敏
夫

鈴
木
秀
男

佐
藤

敏
明

佐

跡
日
出
男

斎
藤
浩
幸

宇
佐
美
竜
一

花
輪
忠
康

鈴
木
幸
弘

大
宅
鰄

中

野
由
明

小
野
伸
輔

高
木
貫
吏

菊

池
守

菊
地
岳
広

古
山
継
男

曳
地

正
勝

八
眷
孝
文

吉
田
清
和

反
田

透

高
檎
義
光

朽
木
尚
武

田
中
裕

信

太
田
哲
也

我
参
勤

神
津
武
男

岩
城
彰
朗

須
一

浩
一
　
徳
江
勇
人

山
内
克
之

八
島
隆
正

羽
根
田
修

仲
野
剛

野
村
裕
一
　
安
藤
秀
樹

佐

薦
美
奈
子

樂
紀
子

大
和
田
浩
子

細
川
映
子

山
崎
明
美

長
谷
川
幸
子

樋
口
真
美

武
田
佳
代
子

軸
木
美
由

紀

鈴
木
成
美

斎
藤
詳
子

佐
廊
泉

安
囈
體
子

本
間
裕
子

大
竹
ひ
ろ
み

阿
曽
一
江

内
村
有
子

佐
藤
水
無
子

佐
藤
由
紀
子

宍
戸
あ
け
み

菊
地
真

由
美

村
上
て
る
み

八
鳥
智
子

吉

田
郁
子

洩
野
早
苗

鈴
木
智
賀
子

五
十
嵐
純
子

小
集
寿
技

畆
藤
明
美

松
捕
由
美
子

梅
谷
滑
美

菊
地
広
美

伊
勢
和
代

星
由
香

野
田
恵
美
子

佐
藤
美
智
子

内
村
美
智
子

瀬
戸
江

美

佐
野
悦
子

山
村
か
お
り

＠
森
江
野
小
学
校
｛
二
九
名
｝

佐
藤
隆
幸

石
川
宏

古
田
裕
次

占
田
勝
彦

斎
藤
利
貞

佐
藤
邦
彦

紊
藤
司
郎

斎
藤
紀
夫

佐
野
浩

小

池
亭
宏

村
上
賢
次

斎
藤
信
行

寺

島
祐
司

佐
久
間
美
佳

吉
田
美
智
子

佐
藤
美
由
紀

佐
久
間
敏
江

大
津
美

和
子

廣
居
京
子

石
川
ひ
ろ
み

村

上
奈
美
子

佐
野
玲
子

制
野
由
美
子

村
上

美
知
子

村
上
恵
美
子

蓬
田
和

子

菊
地
栄
子

大
波
敦
子

荒
加
代

子９

大
木
戸
小

学
校
（
Ξ
Ξ
名
）

佐
藤
啓
絳

高
檎
正
利

斎
藤
正
二

中
山
木
隴

渋
谷
正

企

佐
藤
英
樹

八
鳥
敏
之

志
村
攘

松
浦
信
雄

松

滴
皿
雄

阿
部
剛
志

大
河

原
毓

渡

郎
一
矢

遠
藤
功
啓

桜
禪
政
之

高

鳴
裕
子

阿
部
清
子

星
野
津
子

鼠

野
紀
子

星
野
博
子

松
浦
串
子

渋

谷
啓
子

星
野
美
和

阿
部
み

ゆ
き

松
浦

敏
子

松
浦

幸
子

松
浦
真
由
美

松
浦
由
美

松
浦
め
ぐ
み

志

村
押
子

佐
藤
由
美
子

遠
藤
宰
子

阿
郎
さ
や

か＠
大
枝
小
学
校
（
八
名
）

鈴
木
英
行
　

松
浦
淳
一
　

斎
藤
嘉
弘

小
林
孝
幸

佐
藤
久
仁
子

瀬
戸

広
美

鈴
木
真
由
美

井
砂
順
子

住

所

録

今
が
墮
凡
の

チ
ャ
ン
ス
で
ｉ



町
の
し
く
み

企
画

課

○
企
画
係

住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
秩
序
あ

る
開
発
を

促
進
し
。
住
民
が
文
化
的
な

郁
市
生
活
を
営
む
た
め
の
瓜
境
保
全
に

努
め
て
い
ま
す
。
す
で

に
遮
出
決
定
し

た
科
研
藁
化
工
棟
式
会
社
東
北
工

場
お

よ
び
。
東
北
三
山
精
酸
味
式
会
社
の
工

堝
を
誘
導
、
町
の
発
軅
に
迎
係
す
る
と

と
も
に
、
農
林
業
と
の
健
全
な
調
和

が

保
て
る
よ
う
に
土
地
利
用
暮
本
叶
画
の

策
定
中
で
す
。

ま
た
、
鳥
速
自
助
車
道
と
東
北
析
幹

線
の
建
設

に
あ
た
っ
て
は
驚
に
地
権
者

や
地
城
住
民
の
立
増
に
な
っ
て
、
将
釆

に
わ
た
っ
て
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
そ

の
対
策
を
違
め
て
お
り
ま
す
。

町
の
大
き
な
指
針
で
あ
る
町
政
扱
興

計
鹵
は
、
昭
和
六
十
年
次
を
目
標
に
し

て
、
こ
の
ほ
ど
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
振
興
針
画
審
議
会
｛
町

議
会

議
員
六
名
。
関
係
団
体
の
長
五
名

知
識
経
験
者
四

名
｝
で
検
肘
さ
れ
て
お

り
。
そ
の
畜
議
が
終
了
次
第
、
公
表
す

る
方
針
で
す
。

○

広
報
広
聴
係

広
く
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
氣
。
町
政

を

ガ
ラ
ス
張

り
に
す
る
と
と
も

に
地
味

な
が
ら
非
驚
に
大
切
な
統
計
調
査
を
行

い
ま
す
。
各
種
統
計
調
査
の
成
果
は
。

あ
ら
ゆ
る
計
画
樹
立
の
基
礎
資
料
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
社
会
、
経
済
、
文
化

の
発
展
に
大
き
く
貫
献
し
て

い
ま
す
。

毎
月
一
回

、
現
住
人
口
と
世
帯
の
推
移

を
釧
べ
で
公
表
、
ま
た
昨
年
は
全
国
一

斉
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
慶
林
襄
セ
ン
サ
ス
、
工
業
統
計

商
業
統
計
、
事
業
所
統
叶
、
米
樹
基
本

絖
針
調
重
、
所
得
調
査
な
ど
が
あ

り
ま

す
。一

方
。
毎
月
一
回

、「
広
報
く
に
み
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
町
政
と
町
民
の

み
な
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
よ
り

］
層
愛
さ
れ
る

『
広
報
く
に
み
』
に
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
運
動
目
標
額
達
成

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
々
に
思
い
や
り
と

励
ま
し
を
贈
る
、
歳
米
助
け
合

い
運
助

を
昨
年
卜
二
月
二
十
日
ま
で
展
開
し
て

き
ま
し
た

が
。
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
ご

協
力
を

い
た
だ
き
、
多
く
の
義
援
金
を

兇
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、

厚
く
お
礼
を
巾
し
上

げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、`
さ
っ
そ
く
義
援
金

を
被
保
護
世
帯
や
ね
た
き
り
老
人
な
ど

左
記
の
よ
う
に
差
上
げ
て
、
い
さ
さ
か

で
も
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
、
よ
い

お
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
お
贈
り
し

ま
し
た
こ
と
を
ご
俄
笘
す
る
と
と
も
に

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て

皿
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
兇
町
分
会
長

佐
藤
祷
右
工
門

昭和50年度歳末たすけあい
募金配分内訳書

目標額674  , 000円

実績額693 , 4 円

甘　 婀
－..rrl-
披慄簾世帯

警保加世帯

災審被災者

晨鶏綸梛人餽患者

精神病入院尊書

眈学遺児家廠

ｑａ 凌児家魯　　 ，，

腎藏皿羹歸盲者

不蕩児蠢子

衿剩兄童飜 受 当受給者

産t 重度心身蹕盲者

ねたきり老人

老人櫑暖鳥ａ 人所膚

皿護施皿入所書

幀薄児施a 入隔膚

身搾児旅皿人層膚

乳叉錵入所魯

費廉龝膽人所者

緊負ｆ 分●鶇奮　　　
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貝
田
の
御
口
留
番
所
と

岡
田
盛
正
翁

国

見

町

に

は
上

杉

漕

支

配

の

時

代

か

ら

二

つ

の

卿

口

留

番

所

が

あ

っ

た

。

一

つ

は

羽

州

街

道

の

小

坂

村

、

も

う

一

つ

が

奥

州

街

道

の

貝

田

村

で

、

そ

れ

ぞ

れ

支

配

餓

城

の

壇

に

あ

っ

た

も

の

で

あ

る

。

寛

永

十

五

年
（
一
夸

｀

）
の

上

杉

藩

の

史

科

に

よ

る

と

小

坂

村

の

口

留

番

人

は

、

杉

縁
七

右

衛

門

、

年

三

十

五

蔵

（

越

後

帥

釐

代

衆
一

員

田

村

の

口

留

番

人

は

大

内

市

右

衛

門

、

年

五

十

礎
｛

侶

州

御

膳

代

衆

｝

で

あ

っ

た

。

番

肝

の

役

割

は

い
わ

ば

関

所

の

よ

う

な

も

の
で

、

領

内

か

ら

傾

内

へ

。

ま

た

帳

外

か

ら

領

内

へ

の

人

や

物

の

出

入

の

取

調

べ
を

す

る

こ

と

で

あ

っ

た

よ

う

で

、

役

人

と

し

て

待

遇

さ

れ

貝

田

村

の

番

人

は

二

人

扶

持

の

米

を

も

ら

っ

て

い

た

。

小

坂

、

貝

田

の

口

留

１

人

は

こ

の

地

方

が

上

杉

鵈

か

ら

雌

れ

る

と

そ

れ

ぞ

れ

変

ｂ

つ

た

よ

う

で

、

貝

田

村

は

岡

田

庄

兵

衛

が

な

っ

た

。

岡

田

家

は

現

当

主

忠

雄

氏

ま

で

で

Ｉ
Ξ

代

で

、

幕

懶

に

な

っ

た

切

め

か

ら
（

一
六
六
｀

）
番

人

倹

を

務

め

た

と

考

え

ら

れ

る

。

第

一

〇

代

庄

兵

衛

は

幼

名

を

忠

次

郎

と

い

い

、

文

政

一

二

当
　
ｌ
＜
　
）
生

。

明

治

三

五

菜

一
ｅ

こ

死

去

。

闘

魂

の

和

算

を

水

戸

に

出

て

臂

い

、

多

く

の

門

弟
を

教

育

し

た

。

他

、

明

泊

三

一

菜
一（

穴

）
に

は

水

雲

神

社

に

算

齦

を

事

納

し

て

い

る

。

ま

た

観

世

流

の

錨

曲

を

も

教

え

た

。

現

在

、

員

田

の

町

は

ず

れ

に

門

弟

に

よ

っ

て

、

翁

の

徳

を

た

た

え

る

記

念

碑

が

建

て

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

は

明

泊

二

八

菜
一（

九
五

）
に

建

て

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

は

世

川

の

定

理

を

子

供

に

示

す

歌

が

二

つ

番

か

れ

て

い

る

。

人

笑

う

人

は

人

で

も

人

で

な

し

足

ら

わ

ぬ

人

に
足

す

人

ぞ

人

権

き

よ

り

よ

き
物

事

を

習

い

な

ぱ

末

は

御

国

の

為

と

ヵ
’

る

べ

し

垳
・
Ｉ
、
！

あ
辧
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｓ
！



書
に
親
し
ん
で

精
神
統

一

国
見
習
友
会

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
四
十

九
年
十
一
月
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た

「
書
道
教
室
」
に
参
加
し
た
者
の

う
ち
、
も
っ
と
続

け
て
や
り
た
い
と

い

う
希
望
者
を
も
っ
て
去
年
の
四
月

に
自

立
し
、「
爾
友
会
」
と
し
て
産
声
を
あ
げ

ま
し
た
。

現
在
、
会
員

は
二
十
三

名
お
り
、
網

代
春
朋
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
毎
月

第
二
、
第
四
土
曜
日
の
夜

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
、
活
動
し
て
お
り
ま

す
。最

初
は
、
筆
の
持
ち
方

か
ら
始
め
、
自
己
流
で
身

に
つ
い
た
「
手
く
せ
」
を

是
正
す
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。
が
、
先
生
の
巧
み

な
指
導
と
会
員
の
男
力
に

よ
り
、
一
人
の
脱
落
古
も

な
く
練
習
を
続
け
、
以
来

楷
番
、
か
な
書
、
変
体
が

な
と
遠
み
、
昨
年
の
町
文

化
祭
に
は
愚
作
な
が
ら
会

鍼
の
作
品
を
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
ぐ
ら
い
の
年
代
に
な

り
ま
す
と
、
物
事
に
精
神

集
中
す
る
こ
と
や
努
力
す

る
こ
と
が
お

っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
書
道
に

親
し
む
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
活
力
が

湧

い
て
く
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
も
お
気
軽
に
入
会
さ
れ
ま

す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

代
表
者

武
田

飯
補

電
話
二
〇
四
〇

先
生
を
囲
ん
で
然

心
に

１月（むつき）

15日◇成人の日

21日◇大寒

31日◇旧正月

２月（きさらぎ）

４日◇節分、まめまき

５日◇立春

８日◇針供養

11日◇建国記念日

13日◇福鳥羽黒神社暁鯲14

日◇聖バレンタインデー

【メモ】

節分の豆まき

豆は上質のタンパク源。

冬の栄養分として大いに食

べたいもの。ユーモラスな

行事とともに栄養補給をし

た苦の人のアイデアに学ん

でみんなで豆まきをしまし

よう。香ぱしくいった豆に

砂糖をといてまぷしたり。

チョコレートをまぶしたり

すると現代的になり、子供

にも喜ばれます。

ソ
連
抑
留
体
験
者
よ

と
も
に
語
り
ま
し
ょ
う

「
異
国
の
丘
の
思
い
出
の
会
」
を

結
成

こ
の
ほ
ど
、
ソ
連
抑
留
体
験
者
を
も

っ
て
『
異
国
の
丘
思
い
出
の
会
』
を
結

成
し
よ
う
と
い
う
機
連
が
高
ま
り
、
現

在
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

正
確
に
該
当
者
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来

な
い
で
お
り
ま
す
。

幾
多
の
艱
難
（
か
ん
な
ん
）
辛
苦
に

耐
え
て
き
た
ソ
連
（
シ
ベ
リ
ヤ
。
中
央

ア
ジ
ア
、
ウ
タ
ラ
イ
ナ
等
）
で
の
抑
留

生
活
ぼ
、
遇
去
将
米
を
通
じ
て
お
そ
ら

く
わ
れ
わ
れ
以
外
、
誰
も
が
体
験
し
碍

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
貴
重
な
体

験
を
今
後
の
人
生
の
心
の
支
え
と
し
、

糧
と
し
て
、
更
に
有
意
義
な
人
生
を
送

る
た
め
、
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
一
堂
に

会
し
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
や
楽
し
か
っ

た
こ
と
な
ど
の
思

い
出
を
語
ｌ
合

い
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
資
格
は
、
国
見
町
在
住
及
び

国
見
町
在
住
催
験
書
並
ぴ
に
国
見
町
出

身
の
ソ
達
抑
留
体
験
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
該
当
書
で
趣
意

書
を
配
布
漏
れ
の

方
は
、
詳
細
を
左
記
事
務
励

に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、「
冥
国
の
丘

」
作
詞
書
、
増
田

幸
泊
氏
も
発
起
人
の
一
人
に
入
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

国
見
町

大
字
簾
田
字
一
丁
田
三
、

一
四
番

地
の
五

司
法
書
士

植
村
忠
男
　

ａ

公
二
五
七
四

有
二

九
〇
六

昭
和
五
十
一
年
度

国
見
町
奨
学
生

募
集
中

『

修
学
資
金
（

修
学
期
閥
中
貸
　

与

）○
大
学
一

月
額
六
千
円
、
高
専

四
千
円
．
高
校
三
千
円

二
．
入
学
支
度
資
金
（
入
学
時
の

支
度
資
金

と
し
て
二
～
三

月
に

貸
与
）

○
大
学
十
万
円

高
校
三
万
円

○
出
驤

資
格
７
・
嵩

校
以
上
へ

進
掌

す
る
予
定
の
者
、
ま
た
は
在

学
中
の
者

○
申
し
込
み
期
限
・・・
今

月
末
日
町

役
場
敏
育
委
員
会
ま
で

憲
く
わ
し
い
こ
と
は
町
敵
育
委
員

会

に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。



成 人 の 日

新
成
人
者
は
一
八
三
名

’
は

た
ち

’
そ
の
こ

と

ば
の
中

に
は

、

限
り

な
い
未

来
と
明

日
を
担

う
若

い
力

が
あ
ふ

れ
て

い
ま
す

。

今
年

、
町
で

は
男
八

十
五

人

、
女
九

十
八

人
の

計
百
八

十
二

人

が
成

人

式
を

迎

え
ま
し

た
。

そ
こ
で

、
新

成
人
者

か

ら

は
た
も

の
声
を

聞

い
て
み

ま
し

た
。

聞

い
た
こ
と

①
は
た
ち
の
実
感

劭
苓
の
社
会

に
思
う
こ
と

劭
将
来
の
の

ぞ
み
、
あ
る
い
は
町

に
の
ぞ
む
こ
と

④
ぞ
の
他
ａ

い
た
い
こ
と

が
あ
っ

た
ら
何
で
も
。

石
毋
田

松
浦
禎
子

（

Ｏ

Ｌ

）

〈
……
遣
挙
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
社
会

の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
が

ん
ば
ら
な
く
て
は
と
思
う
。

②
す
べ
て
の
こ
と
に
艇
問
だ
ら
け
。
第

一
に
は
政
治
に
対
し
て
う
わ

べ
だ
け

の
平
和
で
の
う
の
う
と
し
て
金
も
う

け
を
し
て
い
る
者
が
い
る
と
思
う
と

腹
が
立
つ
。

③
今
後
老
人
略
が
増
え

る
一
方
だ
が
。

私
た
ら
昨
年
は
だ
ら
だ
ら
し
て
い
な

い
で
前

に
立
ち
、
町
の
政
治
を
始
め

リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
な
若
者
を
め

ぎ
し
て

い
き
た
い
。

④
青
年
掌
級
な
ど
で
女
の
人
は
お
と
な

し
い
が
。
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ
て

発
冒
し
、
行
助
し
て
も

い
い
と
思
う
。

川
内

鈴
木
純
子

｛

半

生

｝

の
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
て
い
な
い
の
で

実
感
が
わ
か
な
い
。
私
は
ま
だ
ま
だ

考
え
方
な
ど
未
熟
で
甘
い
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
い
い
意
昧
で
も
っ
と
大

人
に
な
り
た
い
と
思
う
。
自
分
の
考

え
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
持
っ
て

自
分
な
り
に
生
き
て
い
き
た

い
。

劭
物
資
な
ど
に
恵
ま
れ
生
活
も
向
上

し

た
が
、
生
活
に
「
心
の
ゆ
と
り
」
が
な

く
な
り
、
人
間
関
係
も
何
か
寒
々
と
し

て
き
た
よ
う
に
思
う
。
経
済
的
な
余
裕

は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
そ
れ
よ
り
も
も

っ
と
大
事
な
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

勍
町
が
高
速
道
路
の
開
通
な
ど
で
よ
り

発
湎
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
が
、
自

然
破
戒
は
最
小
隕
に
と
ど
め
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
心
の
や
す
ら
ぎ
の

陶

『
圃
見
町

』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

④
吸
人
式
に
一
人
で
も
多
く
出
席
し
お

互
い
に
意
義
あ
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

服
装
は
良
識
あ
る
服
装
な
ら
、
何
で
も

い
い
と
思
う
。

築
館

鈴
木
富
男

（

農

業

）

①
‘”
人
式
を
迎
え
る
か
ら
と
い
っ
て
生

活
が
変
わ
る
訳
で
も
な
い
し
選
挙
も
ま

だ
し
て
い
な
い
の
で
実
感
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
世
間
が
認
め
た
大
人
な
ん

だ
と
自
分
自
身
に
言
い
聞

か
せ
る
。

衝
現

在
の
社
会
に
は
理
解
で
き
な
い
所

が
数
多
く
あ
る
。
そ
れ
は
国
見
町

に
も

あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

面
私

は
町
に
残
っ
て
農
業
を
し
て
い
る

が
、
も
っ
と
農
業
の
た
め
に
考
え
て
ほ

し
い
。
そ
う
す
れ
ば
農
業
を
す
る
若
者

が
ふ
え
る
の
で

は
？

④
終
未
処
理
場

問
題
で
の
町
の
あ

い
ま

い
な
態
度
が
気
が
か
り
で
す
。

大
木
戸

吉
川
恵
子

｛

事

務

目

｝

廓
四
月
に
行
っ
た
町

議
会
選
挙
で
一
票

を
投

じ
、
初
め
て
社
会
人
と
し
て
の
責

任
を
罘
た
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

劭
物
価
は
年
々
高
く
な
る
が
交
通
の
便

は
よ
く
な
る
し
、
福
祉
政
策
も
伸
び
て

お
り
住
み
や
す
く
な
っ
て

き
て
い
る
と

思
う
。

二
十

随

に
な
っ

た
ら

国

民
年

金
に
加
入

し

ま
し
ょ

う

わ
が
国
で
は
二

十
歳

に
な
っ
た
そ
の

日
か
ら
成
人
と
し
て
の
多
く
の
権
利

が

碍

ら
れ
、
問
時
に
義
務
も
譁
せ
ら
れ
ま

す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

で
も
、
毎
年
お
と
な
の
仲
間
入
り
を

す

る
た
く
さ
ん
の
昔
者
の
中

で
、
ど
れ

ぐ
ら
い
の
人
が
老
後
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
で
し
ょ
う
。
何
事
に
も
無
関
心
。

今
が
よ
け
れ

ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
の

が
若
い
世
代

に
対
す
る
評
価
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

若
い
畤
な
ら
体
力
も
あ
り
ま
す
し
、

何
と
か
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
歳
を
と
る
に
つ
れ
て
気
持
も
弱
く

な
り

が
ち
で
す
し
、
体
も
無
理
が
き
か

な
く
な
り
ま
す
。
老
後
は
近
く
、
老
後

は
厳
し
く
、
気
づ
い
た
畤
で
は
遭

い
の

で
す

。
若
い
時
か
ら
考
え
て
こ
そ
、
豊

か
な
老
後
が
お
く
れ
る
の
で
す
。

加
入
の
手
続
き
は
。
役
場
の
国
民
年

金
の
係
に
出

向
き
、
必
要

な
事
柄
を
妃

人
す
る
だ
け
で
杵
り
ま
す
。

保
険
料
は
月
顛
千
百
円
で
す
。

写
真
は
昨
年
の
成
人
式

今、青春のとき



見つめよう

１ 月15 日 は

劭
時
Ｍ

に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
た

い霖

に
な
し

森
山

樋
口
茂
夫

（

工

輿

）

の
誕
生
日
の
上
で
は
二
十
ぬ
に
な
っ
た

訳
だ
け
ど
実
感
な
ん
て
も
の
は
ま
だ
な

い
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
た
一
つ
年
を

と
っ
た
、
そ
ん
な
も
の
か
な
。
二
十
歳

に
な
っ
て
改
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
も
な

い
。

②

初
価

は
上
が
る
ば
か
り
で
僣
い
て
も

働

い
て
も
追
い
つ
か
な
い
。
今
の
暮

ら

し
が
も
っ
と
楽
に
な
れ
ば
い
い
大
人

た

ち
に
は
い
ろ

い
ろ
と
苦
労
が
あ
る
と
恩

い
ま
す
け
ど
。

ａ

町

の
発
展
。
そ
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
す
る
場
所
な
ど
多
く
ほ
し
い
。

ま
た
、
青
少
年
の
宵
成
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　

｀

④
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
世
の
中
に
一
つ

で
も
い
い
か
ら
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と

を
し
た
い
。
人
に
つ
く
し
、
そ
し
て
人

に
迷
惑
を
か
け
ず
、
報
い
を
求
め
ぬ
よ

う
に
生
き
て

い
き
た
い
。

藤
田

奥
山
利
津
子

（

学

生

）

の

一
十
歳

に
な
っ
て
間
も
な
い
の
で

、

自
分
が
二
十
歳
だ
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
状
態
で
す
。
自
分
が
ま
だ
学
生
で
あ

る
せ
い
か
依
存
性
が
強
く
甘
っ
た
れ
た

二
十
歳
で
も
あ
る
が
、
成
人
式
を
迎
え

た
こ
の
年
こ
そ
自
分
を
厳
し

い
目
で
見

つ
め
直
し
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩

を

踏
み
出
し
た
い
。

劭
政
治
的
面
、
経
済
的
面
か
ら
は
不

満

に
絶
え
な
い
と

い
っ
た
現
状
で
す
。
今

の
社
会
を
見
て
思
う
こ

と
は
、
人
間
同

志
の
か
か
わ
り
あ
い
の
圜
題
で
す
。
観

と
子
、
友
達
、
そ
し
て
社
会
の
人
と
人

と
の
中

に
欠
け
つ
つ
あ
る
も
の
が
な
い

で
し
ょ
う

か
。
人
と
人

と
の
集
団

が
あ

っ
て
社
会

が
成
立
す
る
こ
の
世
の
中

に

人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
な
く
し

て
自
分
勝
手
な
こ
と
を
お
互
い
に
し
て

い
た
ら
ど
ん
な
社
会
に
な
っ

て
行
く
の

で
し
ょ
う
か
。
今
こ
こ
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
こ
れ
か
ら
社
会
の
中

に
入
る
私
遠
の
年
代
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

劭
私
は
こ
の
毒

か
ら
勳
め
る
こ
と
に
な

り
。
一

応
希
望
通
り
の
職
業
に
つ
け
て

意
欲
に
燃
え
て

い
ま
す
。
自
分
の
力
も

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
子
供
達
を
相

手

に
自
分
を
も
学
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
町
に
の
ぞ
む
こ
と
は
。

環
境
の
よ

い
住
み
よ

い
町
を
望
み
ま
す
。

産
業
発
展
の
た
め
に
山
が
く
ず
さ
れ
、

町
が
年

々
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が

私
た
ち
の
手
で
自
然
を
守
っ
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

の
別

に
な
し
。

貝
田

高
橋
玲
子

｛

サ

ー

ビ

ス

｝

の
は
た
ち
に
な
っ
て
大
人
の
仲
聞
入
り

を
し
た
気
持
が
す
る
。

②
今
の
社
会
は
犯
卵
が
あ
ま
り
多
す
ぎ

る
の
で
、
ま
ず
犯
卵
を
少
な
く
さ
せ
る
。

そ
れ
に
は
一
人
一
人
の
心
の
中

か
ら
に

ご
り
き
っ
た
生
命
を
と
り
の
ぞ
い
て
や

り
た

い
と
思
う
。

②
私
自
气

広
宣
流
布
に
役
だ
ち
た
い
。

国
見
町
を
も
っ
と
明
る
く
住
み
よ
い
町

に
発
展
さ
せ
た
い
。
そ
し
て
み
ん
な
幸

せ
に
さ
せ
た
い
。

劭
別

に
な
し
。

匿

名

希

望

ｍ
Ｍ

に
何
も
な
い
。
成
人
式
は
武
家
社

会
に
お
い
て
の
元
服
を
そ
の
ま
ま
現
社

会
に
継
続
し
た
古
い
社
会
風
潮
の
遺
物

で
あ
る
と
思
う
。
大
人
の
仲
間
入
り
と

か
人
生
の
出
発
点
な
ど
と
い
う
の
は
本

人
そ

の
も
の
が
決
め
る
も
の
で
あ
っ
て

風
潮
と
か
他
人
と
か
が
決
め
る
も
の
で

は
な

い
。

②
絶
望
的
な
社
会
で
あ
る
。

汲

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
プ
ロ
革

命
／

現
町
政
は
町
民
不

在
の
よ
う
な

気
が
す
る
。
も
っ
と
町
民
と
の
対
話
を

重
視
し
、
町
民
の
側

に
立
っ
た
政
治
を

お
暇

い
し
た
い
。

④
言

い
た
い
こ

と
は

い
く
ら
で
も
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
同
年
代
の
人
に
言
い
た

い
の

は
、
目
の
前
の
楽
し
さ
も
大
事
で
あ
ろ

う
、
し
か
し
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
「
お

り
」
の
中
に
い
る
さ
る
と
同
じ
だ
。
社

会
と

い
う
「
お
り
」
を
破
る
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
。
社
会
人
に
言
い
た

い
。

同
じ
人
民
で
あ
り
な
が
ら
掌
生
を
パ
ヵ

に
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。
彼
ら
の

自
分
の
思
想

で
あ
れ
だ
け
行
助
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
坪
価
す
べ
き
で
あ
る
。

善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
左
記
の
方
々

か
ら
心
あ
た
た
ま
る
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

・
‥ｔ
泉
田
字
堰
下
三

九

富
樫
キ
ヨ
さ
ん
（
三
万
円
）

・
‥・
藤
田
字
日
向
二

、
五
の
三

後
藤
正
一
さ
ん
（
四
千
五
百
円
）

・
？
塚
野
目
字
北
寺
田
六

菊
地
渭
さ
ん
（
二

十
万
円

）

・
‥・
藤
田
事
沢
田
『

四
の
六

富
内
禅
五

さ
ん

（
二
万
百
九
十
五
円

）

心
蠢

田
字
五
反
Ⅲ
二

本
間
則
子
さ
ん
、
裕
子
さ
ん
、

俊
幸
く
ん
（
三
千
円

）

・
？
国

兄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
六
万
円

）

{12月中に蝪眼僵された人l

渋
谷

由
明

福
鳥
市

渋
谷

洋
子

光
明
寺

佐
藤

岩
男

石
毋
田
柬

鈴
木

公
子

福
鳥
市

佐
藤

晴
雄

篇

四

佐
々
木
京
子

石
毋
田
西

遠
藤

泰
夫

鳥

取

朽
木

幸
子

桑
折
町

富
田

英
雄

大
町
北

佐
一

嘉
子

福
鳥
市

佐
篳

敢
則

福
鳥
市

佐
藤

も
と

石
毋
田
北

吉
田

審
夫

第

四

菅
野
千
恵
子

伊
達
町

村
上

孝
市

第

八

加
雌

ゆ
き

福
鳥
市

鈴
木

弘
文

富
城
県
山
元
町

鈴
木
久
美
子

川

内

藤
原
　

昇

福
鳥
市

我
奏

光
子

宮
城
県
．‘蔵
王
町

安
禎

精
美

宮
町
北

八
巻
ト
シ
エ
　
梁
川
町

吉
田
久
代
治

町

柬

小
野

敏
子

伊
達
町

古
内

精
重

宮
町
北

吾
妻

節
子

福
鳥
市



お
知
ら
せ

自

動
車

安
全

運
転

セ
ン

タ

ー
が
発
足

自
助
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
県
事
務

所
が
一
月
一
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
鬨
セ
ン

タ
ー
法
の
成
立

に
基

づ
く
も
の
で
、
増
大
す
る
交
通
関

係
の
事
務
処
理
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
役

立
つ
も
の
と
期
侍
さ
れ
て

い
ま
す
。

行
う
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

物

 

に

今
ま
で
は
警
察
署
で
発
行
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
事
務
所
が
発

行
し
ま
す
。
申
請
の
方
法
は
直
接
事
務

所

に
行
く
か
、
郵
哽
局
か
ら
郵
便
謙
替

の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
鳩
合

は
、

警
察
響
や
駐
在
所
、
農
協
な
ど
に
嬋
え

て
あ
・
る
申
請
書
を
利
用
し
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行

こ
れ
は
初
め
て
設
け
ら
れ
る
制
度
で

の

無
事
故
・
無
違
反
証
明
Ｉ
劭
累

禎
点

欽
証
明

書
吻
運
転
記
録
証
明
。″
の

連
転

免
許
経
歴
鉦
明
番
の
四
種
類
が
あ
り
ま

す
。
申
請
の
方
法
は
事
故
征
明
と
同

じ

で
す
が
、
個
人
の
秘

密
に
閧
す
る
の
で

本
人
に
隕
り
ま
す
。

免

許

停

止

直

前

の

点

数

通

知

＝

‐
－

文
通
連
反
な
ど
の
点
数
が
、
運
転
免

許

の
停
止
処
分
を
受
け
る
直
前
の
点
数

に
な
っ
た
方
に
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

か

ら
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
　

福
島
県

事
務
所

褊
鳥
市
町
嶇
坂
字
大
原
二

の

Ｉ

（
連
転
免
許
課
内

）

魯
福
鳥
九
一
Ｉ
四
一
一
一

保
健
婦
の

受
持
地
区
が
変
更

一
月
よ
り
保
健
婦
の
受

持
地
区
が
、

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

小
坂
全
地
区
、
駅
前
、
錦
町
、
山
崎

全
区

、
滝
山
、
源
宗

山
、
富
前

↓

野
保
健
婦

森
江
野
全
地
区
、
大
技

全
地
区
、
大

町
南
北
、
本
町

佐
藤
保
健
婦

大
木
戸

全
地
区
、
石
毋
田
全
区

、
富

町
南
北
、
町
東
．
宮
東
、
鶇
町
．
上

野
　
　
　
　

渡
辺
保
健
鳩

技
能
士
に
な
り
た
い
方
へ

二
級
技
能
士
訓
練
課
程
通
信
講
座

こ
の
圦
座
は
。
生
産
現
鳩
で
働
く
方

々
に
技
能
の
裏
付
け
と
な
る
専
門
知
識

を
与
え
。
能
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め

の
職
業
訓
練

法
に
基
づ
く
二
級
技
能
士

釧
練
課
程
の
通
信
講
座
で
あ
り
ま
す
。

募
集
職
種
は

機
械
、
仕
上
げ
、
機
械
製
図
．
機
械

検
査
、
時

計
修
理
、
回

転
竃
機
組
立

て
、
鋳
鉄
鋳
勧
、
鋳
倒

鋳
物
、
鉄
鋼

熊
処
理
、
木
型
、
板
金
、
製
璢
（

せ

い
か
ん
『

金
属
塗
装

、
電
気
め
っ

き
、
建
築
、
左
官
、
と
び
、

タ
イ
ル

張
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
家
具
木
工

建
具
、
建

築
塗
装
、
広
告
美
術
、
洋

服
、
横
編
み
メ
リ
ヤ
ス
、
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
、
凸
版
印
刷
、
活
版
製
版
、

配
管

受
講

抖
は
四
千
円
（
教
科
番
．
指
導

書
、
添
削
指
導

。
面
接
指
導

）
で
一
ヵ

年
で
修
了
で
き
ま
す
。

特
典
と
し
て
修
了
者

に
は
受
麻
し
た

職
橦
の
二
級
技
能
検
定
学
科
賦
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
付

け
ま
す
。
な
お
く
わ
し

い
こ
と
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

雇
用
促
塲
事
裏
団
、
福
鳥
総
合
高
等

職
業
訓
練
校

福
島
市
三
河
北
町
七
番
十
四
号

ａ

Ｓ

鹽

）

三
四
一

三

七
一
六

・
　

三
四
一

三
六
一
二
七

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

ヽ
ｔ

一
月
中

に
縅
ｎ

ら

れ
た
人

欷

棒
略
一

‐
’．え
の

氏
＆
　

ｆ

の
ｇ

・
　
‐
蒿
４

」

佐

藤

職

勝

加

津

江

第

四

本

間

章

衛

尚

子

大

町

北

佐

藤

幸

一
　

幸

裕

高

城

ぎ

閧

五

朗

恵

美

子

板

嗔

漸

戸

共

明

正

人

上

野

赤

坂

齋

和

則

内

谷

西

澤

囗

末

泊

幸

哇

上

野

佐

藤

尚

久

恵

里

子

高

城

斎

藤

咐

藏

咐

徳

江

北

松

浦

正

行

そ

絵

子

富

前

後

藤

武

臣
　

亮
　

宮

町

北

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

一
十
二

河
中

に
艦
け
ら
れ

た
人

欷
Ｉ

略
’

・
氏
　

ｇ

”

￥

齡
一

｛

部
落

｝

松

浦
　

ヨ

シ
　
　
8
2
　

大

木

戸

徳

江

正

義
　
5
7
　

富

町

北

阿

部
（

ル

イ
　
7
4
　

大

木
一
尸

齋

藷

政

之

助
　
9
1
　

駅

前

宮

川

モ

ト
　
6
1
　

本

町

阿

部

運

四

郎
　
6
4
　

大

木

戸

大

勝

勝

油
　
7
9
　

大

町

南

佐

藤

テ

ル
　
8
6
　

泉

田

上

鈴

木

ト

ラ
　
8
5
　

高

城

編集日記
▽
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す

。
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、「
広
報

く
に
み
」
を
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
麒

い

い
た
し
ま
す
。

▽
さ
て
十
五
日
は
『
成
人
の
日
い
民
法

の
第
三
条
に

『
満
二
十
年
ヲ
以
テ
成
人

ト
ス
』
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
法

律
上

独
立
の
社
会
人
と
な
る
わ
け
で
す

。
成

人
式
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
は
か
に
何
か

変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

お
の

れ
の
人
生
の
一
つ
の
フ
シ
目
と
し
て
「

は
た
ち
」
と
い
う
意
義
を
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

マ
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
助
』
に
ち

な
ん
で
募
集
し
た
作
文
、
今
月
は
休
ま

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
二
月

兮

に
は
藤
田
小
の
古
田
三
千
代
さ
ん
の

作
文
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

お
願
い
／・

工
裏
統
計
調
査
の

対
象
事
業
主
の
方
へ

一
月
二
十
四
日

か
ら
二

十
八
日
ま
で

の
間
に
、
綢
立
鍼

が
飼
査
單
を
回
収
に

お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
記
入
方
よ
ろ
し

く

お
願

い
し
ま
す
。
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